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5.7ng/mlと低値 で あ り,CAL一群の うち急性期

を過 ぎた後に 重 度 AR を 指 摘 され た 症 例 が

14Ang/mH二高値 を示 した.また,LRllと動脈硬

化関連因子との検討で,IJRlまと高感度 CRPに有

意な捌Ⅲ関を認めた.2)急性 酬 調剤 :7か廿 里

払 Yグロブリン不応酬で冠動脈後遺症 膵 冠 動

IIJI'十二.-I.511川lL7)痛 ) を誹LV)た.i.1ミ11は 1病 l圧 ~叫 '=

点で24,8m雷/mH二拷しいだ納経hrA.を示 し,急 性 期 を 過

ぎた35病日で も 2().9mg/mlと高値 が持 続 し た .

E考察ヨ冊 薗病遠隔期症例 では,高頻 度 に 血 中 可

溶性 LRll高値を認め,特に冠動脈病変を有する

症例でその傾向があった.川崎病急性期から内膜

円二遊走 した活件型平滑筋細胞が慢性期において

も残存し,内皮機能障害を引き起こすことが,描

崎病心血管後遺症ガイドラインにも述べられてい

る.今後,症例を蓄積することで川崎病急性期,

遠 隔期の血管障害のバイオマ-力-としてLRll

の有用性が期待される.

5 複数の医療機関を経て )0種類の内服薬を服

用し5年かけて確定診断に至った拡張不全の
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E背景ヨ左賓収縮機能の低 目まEF<50%とい

うわかりやすい診断基準がある.そのため多くの

症例が大規模臨床試験にエントリーされ,それら

のエビデンスに基づいた治療が確 ＼㌢されている.

---一方,拡張機能障害については診断メ銅f=:が複雑な

ため,一部の専門医により症例が緋 的されている

に過ぎず,エビデンスも少ない.高齢化とともに

拡張機能障晋患者は増加 し続けており,診断も治

療もされないまま,不調を訴え次々と医師を変え

る ｢漂流感奮｣が存在する.われわれは,狭心症

や気管支帽息と診断 され 気管支拡張薬をはじめ

多くの薬を服用しつつ,5年間複数の医療機関を

転々とした愚者を経験 したので報菖する.

症例は83歳,女性.高血圧の既往がある.平成

14年 (78歳)歩行時の息切れと胸部圧迫感を自

覚.近くのA医院で狭心症と診断 され ISDN,ニ

フェジピン,ニコランジル,サイアザイド, トラ

セ ミドが処方 されたが軽快 しなかった 平成 16

午 (BO歳)B院で心臓カテーテル検査を施行.狭

心 症 は 除 外 さ れ た ため,近くの C医院で気管支嘱

恩 と 診 断 . テ オ フ ィ リンが追加 され増悪時には吸

入 治 療 が 施 行 さ れ た , 歩 獅 寺の職場を伴う息切れ,

発 作 性 夜 相即 乎 吸 因 艶 夜間蜘 歓が続き,平成 20年

5 月 (83 歳 ) 当 院 呼 吸掛勾科を受話乳 この時には,

エ ナ ラ プ リ ル , プ ロプラノロ-ル,ファモチジン,

ス ル ビ リ ド が 加わり内服は 10種類になっていた.

職場があ ったが噛疾細胞診で好酸球の増多がな

く,疋凋削霜息が疑われ､阜拍車二入院 した.入院後,

全ての薬剤を中止.第3病削こ嘱恩様症状は軽快

した,NT-proBNPは 127軸g/mLに目上 心エ

コ-では EF73%だったが,左室の求心性肥大

沖 隔摩 1.4cm)左矧 婆5.1cm,E/elil.5,E/A0.4

と拡張機能障害の特徴を示 したため,拡張不全と

診断 した 退院後,フロセ ミド,オルメサルタン,

アゼルニジピンの 3剤のみで血圧と体重管理を行

っているが,Nrr一PrOBNPは823帽/mLに改善

し病状も安定 している.症状が現れても冷静に対

応できるようになり,高齢ではあるが自立した生

活を送っている.

E考察】慢性心不全と診断されたことで,治療へ

のコンプライアンスが改善すると考えられた.

瞳描きヨ高齢化とともに拡張不全を的確に診断

する必要性に迫 られていると思われる.
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右心不全
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Dipandplaもeau型の右等庄波形は高度の充満障

害を示し,収縮 性 心膜 炎に特徴的な所見である.

我々は収縮性心膜炎の所見 を有 きず,石室庄所見


